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前橋市ほ、北に赤城山、西に榛名山を望む関東平野の北部を市域   

とした県都であります。北から南に貫流する利根川の清流は「水と   

緑と詩の町」を潤し、かつては「糸の町」として養蚕製糸で栄えて   

きました。今、人口28万を擁し生涯教育都市を目指し教育文化、   

商工業の調和のある街づくりが進められて、都市再開発事業、土地   

区画整理事業、前橋工業団地、住宅団地の造成事業など盛んに進め   

られています。当遺跡の所在する総社町付近ほ昭和36年から前橋   

都市計画第1土地区画整理事業に隣接し、現今は民間開発も活発に   

進められております。当稲荷山古墳の周辺には国指定の文化財も多   

く総社二子山古埼・宝塔山古墳・蛇穴山古墳等古墳文化を基盤とし   

て律令体制の中にあって元総社町に国府が設けられ・上野国山王廃   

寺塔心桂根巻石・総社町の石製鴫尾・国分寺等が建立され上野国の   

政治・文化の中心地として良く知られた地域であります。この度稲   

荷山古墳が宅地化により失われる事になり不得心ながら記錦保存し   

たもので、その結果古墳時代後期の棉穴武石室を持つ墳墓が確認さ   

れた事は、総社町古墳群の歴史的性格を知る上で貴重な資料となる  

ものと思慮しています。  

昭和63年9月  前橋市埋蔵文化財発掘調査団  

団長 二 瓶 益 巳   





・例言  

1．本書は都市計画法第29条（開発行為の許可）の宅地造成事業実施に先がけ、開発区内の埋蔵   

文化財発掘調査の報告書である。  

2．発掘調査ほ前橋市教育委員会のもとに組織された、前橋市埋蔵文化財発掘調査団（団 長   

二瓶益巳）の委託を受けスナガ環境測設株式会社（前橋市青柳町211－1t代表取締役   

須永眞弘）が実施した。  

3．調査担当者 遠藤和夫（前橋市教育委員会文化財保護係主任）  

新保一美（  〃  嘱託）  

金子正人（スナガ環境測設株式会社専務取締役）  

4．遺跡名、所在地、調査期間及び調査面積は下記の通りである。  

遺跡名 稲荷山古墳遺跡 略称 63A－35  

所在地 前橋市総社町1746－1、1746－2、1747－2  

調査期間 発掘調査 昭和63年6月20日～7月20日まで実施した。  

調査面積 558汀ぞ  

5．本調査における出土遣物は、前橋市教育委員会が保管している。  

6．本書はスナガ環境測設株式会社埋蔵文化財調査部が作成に当たり、執筆締集の総括を金子正   

人が行い、遺楕のトレースを吉田公夫、版下作成作業を鈴木越夫、遺物実測を佐々木智恵子   

・角田朱美が当り、作業事務を至鞄崎信江が行った。  

7、測量業務の指導監督は須永眞弘（測量士第52614号）が行い測量業務を板垣 宏・須永   

嘉明が行った。調査の安全管哩は石島正二・安藤直人が担当し調査助手を荻野博巳・白石光   

男・長島郁子が担当した。  

8．発掘調査に際して多大な御協力を戴きました穂稽娃男氏や地元市民の方々並びに調査及び整   

理に際していろいろと御指導・御助言を賜った各方面の方々に心から感謝申し上げます。   

群馬県教育委員会文化財保護課   

群馬県埋蔵文化財調査事業団   

群馬県立歴史博物館  

9．調査に参加した方々は次の通りであります。記して感謝敦します。（順不同）  

石井きよ子、師岡はつ江、近藤充郎、 河西光明、 小林康典、  

藤田光夫、 川端惣太郎、水澤和子、 長井武之、 近藤俊男、  

中川頼子、 大崎知彦、 石川サワ子、 内山恵美子、開口定子   





1．発掘調査の経過   

前橋市は昭和20年8月5日の大空矧こよって市彷地の8劉を焼失する被寄を受けたが、昭和  
21年10月にほ中心市街地約300haを戦災復興土地区画整理事業に着手、群馬県と前橋市が  

施工者になりいち早く複軌こ努めると共に、昭和29年には隣接町村を合併し、元総社町、総社  
町などの利根川右岸の地域には、消費都市から生産都市への転換をほかるため都市計画決定を昭  

和33年の新前橋区画整理事業に続いて、同36年西部第1、同37年にほ西部第2、西部第3  

（西部第3総社明神）土地区画整理事業の計画決定がされた。昭和57年6月には前橋市都市計  

画事業元総社（西部第三明神）土地区画整理事業が実施に移され、県郡前橋としてまた広域経済  
圏の拠点郡市を目指して着実に整備されている。かつて7世紀の上野国の中心也上野国府を今、  
都市計画事業によって再構築をしている状況です。新都市計画法ほ昭和43年（法律第100号）  

で「都市の健全な発展と秩序ある整備を図り‥川・」を目的に施行され、これを受けて、前橋市  
ほ宅地開発指導要項（前橋市告示第10号）で開発行為に対する同意（都市計画法第32条の餓  

定）をするため、開発行為事業の行政指導に当たっている。市教育委員会でほ「開発行為の土木  
工事」と「文化財保護法（昭和25年法律第214号）第57条の2（土木工事等のための発掘  

に関する届出及び指示）」との調整と行政指導にあたっている。   

稲荷山古墳が所在する前椅市総社町総社は総社古墳群として古代遺跡の集中していることで良  

く知られている地域である。旧群馬郡総社町総社に位置し二子山古墳を始めとして、蛇穴■宝塔  
山古墳でよく知られている地域でもある。稲荷山古墳については、昭和63年4月地棒者より宅  
地開発についての強い要望がなされ前橋市教育委員会としてほ極力古墳を保存する方針で臨んだ  

が、協議の結果発掘調査の＿昆己銀保存する事となった。調査は前橋市埋蔵釘ヒ財発掘調査団が実  

施する事となった。  

本遺跡でほ5m毎にデ州を設定し北西隅から東西をアラビヤ数字、南北を戯妃で表した。A－0デ…の座  

標値はX＝45825．000腑＝一71010．000mとした。標高ほ遺跡内に1う2．00m基準を定め調査を進めた。  

63年6月20日 発掘調査用機材準備、周辺住民に挨拶廻り。立木晩採、焼印、降雨  
6月29日 発掘調査機材及び作業員休憩所搬入、北東部1／4対称。  

6月30日 安全防護用フェンス設置。  

7月1日 円形の茸石、周辺より埴輪及び須恵器の破片が出土する。近藤義雄氏来跡  
7月 6日 東京都教育委員会関係者7名来跡。  

7月12日クレーン車により天井石移動する。  

7月13日 バックホウで壌土剥ぎと大きな石の移動。  

7月14日 連日の降雨と工期からシート張り作業続行する。石室のほぼ全貌現れる。  
7月16日 鉄銭、轡、白銅製金具等出土する。  

7月17日 石室展開図、石室床面敷石を実測。  
7月20日 東側トレンチを埋め戻し現地調査を終了する。   調査日誌より抜粋  
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第2章 稲荷山‾融覧の立地瑚篭とニ．周辺運宣跡  

1．立地環境   

本地区は榛名Lh東南蔑斜面の末端にあたり、榛名山泥流域の標高129．7m～1弧1mにある、北  

西方向から南東方向にかけて綬傾斜地をなし午王頭川、八幡川、牛池川が南東流し盲朝虫により小  

規模な舌状台地を形成しその台地上に古墳が存在している。   

現在の利根川ほ、前橋市街地の西側を商流しているが、この西岸ほ東岸とともに標高130m  

前後の平坦な洪積台地、いわゆる「前橋台地」となっている。本古墳は西岸の谷壁から約500  

mのところに位置している。   

古墳時代の利根川の流路は、旧市街地の北半から赤城山西南蔑の山蔑線との間、幅約3kmの東  

南方向に走る底地帯を東南流していたのもと推定されているが、本墳の位置ほその分岐点付近に  

あるもので、この距離ほ当時においてもさほど大きなちがいほなかったものと思われる。  

2．周辺の遺跡   

稲荷山古墳は前衛市総社町総社に所在する。総社町ほ江戸時代から明治22年まで惣社町と書  

き、明治22年から明治29年の間西群馬郡総社町と呼ばれ、明治29卿寸、高井村、総社  

町が合併して、群馬郡に所属し、昭和29年前橋市の一部となった。   

総社地区は、昭和35年代前橋工業団地造成組合認可により、首都圏市街地開発区域の指定を  

受け、上越線沿線に1～3号の工業団地が造成された。産業道路沿いには多くの会社・商店が進  

出し、市内でも開発の披がいち早く押し寄せた地域である。上毛古墳綜覧でほ、15基の古墳が  

掲載され、昭和38年の群馬県の遺跡でほ13基の古噴が収録され、さらに昭和49年刊行の群  

馬県連跡台帳Ⅰ東毛締でも、13基の古墳について記述されている。（恥106．恥112の稲  

荷山の記述が総社町第12号墳とされている）   

本連跡周辺には、昭和2年国指定史跡の総社二子山古墳を始めとし、同11年小字山王の石製  

鶉尾が国重要美術品に、同19年に宝塔山古墳が国指定史跡に追加され、同28年上野国山王廃  

寺塔心性根巻石が国重要文化財に指定された。 さらに昭和45年に蛇穴山古噴も国指定史跡に  

になり総社町古墳群ほこの他に愛宕山古墳、遠見山古墳、大小路山古墳等、古代史の重要な遺跡  

の集中していることで早くから知られた地域である。（第】．図参照）  

王山古墳   

墳丘は前方部の暗が後円部の径をやや上回る形態で、榛名山ニッ岳の火山灰層（FA6世紀初  

頭の噴出）の上に築造している。基哩と封土の二段に構築しており、それぞれ丁寧に草石してい  

る。「積石塚」の様な構造をし、埴輪ほ墳頂の縁辺と基硬に配列されたとみられ、円筒埴輪を主  

に後円部でほ玉壮大刀、楯等の器財埴輪も認められた。   

石室は上半を失い後円部のほぼ中央に奥壁がある。墳丘の主軸とほ直交せず、やや後円部の後  

方に開いて封土の茸石の中程に開口している。長大な規模でほあるが玄室ほ奥行4．4m、奥幅1  

．6m、羨道の幅90c涌i後である。側壁ほ40×30cm程の河原石を／トロ積みにしており、羨道  
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部ではやや′Jヽ試りである。玄室の入口には楷石が据えられていて羨道から朋1段下がって入る構造  

になっている。横穴式石室受容当初の様相が伺える。∵度円墳として完成した墳丘に前方部を取  

り付けて前方後円墳に改装したことが推定される。  

総社二子山古墳   

90m前後の主軸をほぼ東西に置いた二段築造の前方部は西を向いている。墳丘は同町元景寺  

の檀徒の墓地として長年にわたって利桐された模様で、かなり変形している、墳丘の南側、くび  

れ部はいちじるしく決りこまれており、後円部北側も削り取られて一見前方後方墳のようにも見  

える。現状で基底面における計測値は復円部径44．9m、前方部幅61m、ぐぴれ部幅22．  

8mであり、後門部の高さ7．5m、前方部の高さ8m、基檀は高さ2．5m幅は5m前後に認  

められる。この基凰上に前方部、後円部ともに横穴式両袖型石室を造りこんでいる。 後円部石  

室が6世紀後半、前方部石室は6世紀末とされている。二段築造・茸石を施し埴輪の使桐が推定  

される。奥行7m、幅3．5m、軽石質の角閃石安山岩の削り石を用いて壁体を構築しており一部  

に切り組手法がみられ、天井石ほ崩落しているが巨石3石が現存している。  

墳丘の周囲を前方都万向にむかってひろがる幅20m前後のやや周囲より低い畑地がとり囲んで  

おり周堀の匪続が予測される。また墳丘には転石が多量に認められて茸石の施設が予想され、埴  

輪片の散布からは埴輪の配列が考えられる。  

愛宕山古墳   

墳丘の現状から二段築造の方形と考えられ埴輪片は見あたらない。未調査であるので盲羊細不明、  

石室は県下最大級の観音山古墳、観音塚古墳に匹敵する規模である。壁体ほ輝石安山岩の大ぶり  

の自然石を乱石樽にしているが、一部に角閃石安山岩の削り石を極く補助的に併用している。  

玄室の奥には凝灰岩製の家形石棺を安置している。7世紀中葉の構築と考えられている。  

宝塔山古墳   

∵辺の長さ約55m、墳丘高11mの規模を誇る方墳である。この規模は方墳としては全国的  

に見ても大きい。穐丘は二段築造で茸石があり南側に約20m幅の周堀の痕跡がみられる。石室  

の橋築にはおそらく寺院の建立に用いられたとみられる高度の石工技術カ■喝区使されている。版築  

の基軋上に梼築されており、羨道・前室・玄室からなる構成でそれぞれの入口にほ羨門、前門、  

玄門を設け羨門前に平面台形の前庭がある。玄室のプランはほぼ正方形で脚部に格狭間をくり込  

んだ精美な家形石棺を安置する。複式の戟石切組積みの横穴式両袖型石室の技法で隙間なく積み  

上げられている。石室の壁ほ精巧に加工した切石を使用して積み上げ、随所に切紙積の手法もみ  

られる。特に天井石及び玄室入口の玄門の加工ほみごとである。 石室の規模ほ全長12．4m、  

玄室長3．3m、同奥幅3．02mである。玄室には家形石棺がある。その底部ほ四辺とも各狭間  

の形にくり抜かれ、古墳への仏教文化の影響を物語っている。7世紀後半の終末期古噴の典型的  

な作例であり、従来山王舞寺の棍巻石、石製鴫馬、塔心礎との技法上の対比がなされている。  
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蛇穴山古噴   

－－一辺の長さ約40mの方墳である。墳丘ほ2段築造で茸石があり石峯ほ裁石切組積みの横穴  

式両袖型石室で、一部に敷石が残る。巨大な輝石安山岩の板石を用いている。左右の側壁の各々  

一一枚と玄室の冠材、左右の袖壁の七枚で構成している。プランほほぼ正方形でそれぞれの壁面に  

は、面揃えが施され、壁面には漆喰の塗布の痕跡も認められる。羨道を欠き玄門と玄室からなる  

特殊な形をとっている。玄門の前には羨道の痕跡ともみられる構造とハの字形にひらく前庭があ  

る。天井有、奥壁などの緑はL字形に切り込んで壁の石と組み合わせている。精巧な細工をほど  

こした玄門とともに、当時の石材加工技術の優秀さを物語っている。石室の規模ほ玄室長（西）  

3m、同幅2．6m、同高さ1．8mである。除隊する宝塔山古噴とともに県内古墳の最終末期  

に造られたもので8世紀初頭の頃に位置づけられよう。  

山王廃寺・塔心礎  

山王廃寺跡ほ総社町総社字邑楽寺廻りにある。宝塔山古墳と山王麻寺塔心桂根巻石の石材加工の  

技法の類似が指摘される。この心礎ほ、日技神社境内（総社町総社字昌楽寺廻り村北2408番  

地）にある。この境内ほ周囲の地よりも南及び東の道路側で約60cm高く、北及び西の畑地よ  

りもやや上がっており基壇の一部と考えられる。心礎はその面から約60cm低く道路面と等し  

い。大正年間偶然発見された。心礎の上面にほ舎利孔があり環溝東西南北に放射状漕が掘られて  

いる。舎利孔ほ2段に掘られ、孔底ほ鳩底型になっており、環清及び放射状清はV字型底に造ら  

れている。  

山王廃寺塔心桂根巻石   

七片の石は全体として蓮の花を表し中ノじの径ほ約1mで山王廃寺の主要な建物の柱の基部を飾  

ったものと思われる。輝石安山岩の堅硬な材質の石を加工したもので宝塔山古噴の石棺脚部の桔  

挟間にあらわれている工法に相応するものとされている。  

緑飽水注・わん・皿および飼わん   

山王廃寺跡からセットで出土したものでうわ菜をかけたこのような器は誰もが持ってたもので  

はなく、密教に関する仏教行事に用いられたとの見方が有力です。  

石製鴎尾   

鴫尾とは火に合うと水をふくといわれる架空の動物で防火のまじないとして屋根の大横の東西  

両端に置かれたものである。石製のものほ珍しく、重さは約1トンある。この尾は日枝神社の境  

内と付近の都丸躇紙方に各1体存在し、1対と成るものとみられている。材質は輝石安山岩で  

ある。  
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第ヨ章 調査の間雫  

l．基本土層  

本遺跡では第1層から第7層迄の標準土層を確認した。  

第1層 表土層  
第2層 墳丘封土  
第2層a 軟らかい黒色土層  
b 粒状のソフトロームの帯褐色土層  

C FAを含む黄褐色土層  
d 浅間のC軽石を含む黒褐色土層  

e FAを含む費褐色土層  
f C軽石20～30％含む黒褐色土層  
g 〃70′、・一80％多量に含む黒色土層  
h FAのブロック、明るい黄褐色土層   
i浅間の〔ニ軽石10へ■20％を含むg  

より明るい黒褐色土層   

J 〃 極僅かしか含まない褐色土層  
k 〃 含む黒褐色土層   
11m位の軽石を含む第3層より僅か  

暗い褐色土層  

第3層 榛名山ニッ岳火山灰層（F碑）褐色土層  
第4層 榛名山ニッ岳火山灰層（FA）費褐色土層  
第5層 C軽石を80′、90％含む黒色土層  
第6層 浅間C軽石を僅か含む男色土層  
第7層 ソフトロームの褐色土層  

lさ0．5  

2．本古墳に関する記述   

本古墳については、上毛古墳綜覧（昭和10年の調査）に、円墳として総社町第12号稲荷山  

古墳、軸長110尺と記載され、昭和49年発行の群馬県連跡台帳Ⅰ（東毛締）で、「恥11  

2墳丘は大部分破壊され横穴式石室の石材も一部露出している。頂上部にほ穂積稲荷が柁られ周  

囲にほ庚申塔が30基ほど見られる。」と報告されている。   

また山崎一氏の群馬県古城塁祉の研究上巻付図365総社城の図の申に天狗岩堰の堀の所に稲  

荷山古墳の位置に十3の円形と堀の北側に土塁として十2．5が記されている。地元の人の話でほ  

西側に墳丘が続いていたとの詰もあったが今ほ確認の方法もない。稲荷山古墳基檀の北側ほ秋元  

氏の時代に築かれた総社城の塀になっていた。   

当古墳ほ江戸時代中期（天文元年1736年）の庚申塔があり、地権者の穂積氏の話に享保時  

代（1716～1736年）から稲荷神社として利用されている事が伝えられている。調査前ほ  

墳丘全紙が、篠竹杉梅等の木立で覆われ躇査も容易ではなかった。立木を苅払った状況（矧振5）  

－6－   
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では天井石が露出し石室の破壊が著しいことを伺あせた。地元の中川一郎氏は大正3年に掘った  

時錆びた鉄が束になって出土したのを確認し、穂積家にもその時掘り出されたと思われる太刀が  

昭和40年代の火災に逢うまで所持されていたとの事であるが今は残っていない。  

3 墳丘の調査   

2トレンチ（F－5グリット付近）において確認した状況でほ、墳丘下の自然堆積層ほ15c  

mの浅間C軽石黄褐色土屑と榛名山ニッ岳FA層が不整合に堆精し、その上に5′、6cmのFA  

の二次堆積層がみられる。この3層の直上が本古墳の構築面と考えられる。浅間C軽石を多量に  

含む黒色土層が逆転して盛り上げられている。   

現状で基底面における計測値は石室を通る南北方向の幅33．Om～束西方向の幅21．．4m、  

基壇の高さほ3．1mへづ．5mが計測された。この基凰上に横穴式両袖型石室を遣り込んでいる。  

墳丘の東側は道路であり南北方向幅5mの道路が通ー）北側には総社城の外堀が天狗岩用水におよ  

んでおり、当古墳の墳形及び周堀を確認するにほ現在住宅となっている南側と西側の調査の出来  

る機会を待たねばならないであろう。調査前の踏査で埴輪片が数点種認されていた。（第7図）  

4 石室の調査（第6図参照）   

羨道部を南に向け主軸をN血90仙・Eにとる古墳であり、石室天井部まで殆ど削平され僅かに輿  

壁の裏込部に封土を残すのみであった。輿壁を中心として2本のトレンチを設定し墳丘の形状確  

認を行った。奥壁の中央が円形茸石の中心となる。  

5 石室の構築状態   

両袖型横穴式石室の奥壁の中央が葦石の中心になっている事から少なくとも封土ほ円形を呈し  

ていたと考えられる。石室内より寛永遺棄が出土し、また大正時代にも発掘され、又、石室左壁  

中央付近から火葬骨が出土した事から江戸時代に何回か盗掘され、また大正時代（大正3年）に  

も盗掘されたことが地元民により確認されている。天井石は2石残存したが築造時の位置を示す  

ものとは考えられない。  

6 石室壁体（第4図参照）   

石室及び裏込石に榛名山ニッ岳形成時の爆発により生じた角閃石安山岩を所々に使用している。  

G－3グリットに所在した石は200×145cm（約6．5t）で、石室の天井石として使用され  

ていたものと考えられる。また羨道部付近の石（200×160cm）も天井石として使開されてい  

た可離が考えられる。さらに庚申青面金剛とその台石も本来天井石として使桐されていた可能  

性も考えられる。残存する壁面は根石を含め左右ともに2段、輿壁も左側2段右側は梶石のみ残  

存していた。両壁ほ横43～117cm、縦38へ■98cmとやや横長の自然石を使用している。石  

材の平らな面を壁内面として使用している。左壁中央部石材は縦長に使用されたものが3石見ら  

れた右壁中央でほ1石見られる。奥壁ほ136×70cm，114×74cm，92×74cmの3石  
からなり左右の壁石より大きな自然石を横長に使網している。  

－8－   



第4図  

羨道部閉塞状況図  
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第5図  

葺石南北断面図  葺石北束断面図  
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第7国 境丘縦断図  

墳丘縦断図  

lさ3．0  

133．0  

10m  

＝コ＝＝コ＝コ＝   

l兼土自然相済頗  

㌘ ソフトt＿トムを含む離褐触瀾  
：＝渦石な含む（5′・′川幻鴫補色士樹  
4 川りソフトL－いノ・・ムな多く餅轍補色上層  

bソフトu、′・ムのブロックな含む雑報触僧  
6 C鮮石（5ハ′川％）な含む髄榔軋崩  
了（凋有糾十′3け好熟褐色土崩  

持 ソフトtニトム層  
9ソフトにい′・ム腐鮒な健か含む鴫雛土牌  

l〔）シルト樹矧ご●ンクの批l瀾  

Ilブ【コック歌廿一・ム針食む池補唐二土腰  
12 ソフト亡トムと艶色土の混上層  

13 ソフトu…ム 漁補色土牌  
14 ブ【．1ツク掛：トム腐  
15軌I（5ハ′川％）・細魚雑触腰  
l¢ ソフトu㌦ムの故榔豆腐  
1・r ソフトu－ムせ飽か含む撒雛‥主潮  

川 ソフトl．二卜一ム鰯＝他用酎藩健か含む  
用 ソフトH〉・ム牌1日相成月明るい漁補健  

；ンしI鮒の【．卜‖ム鱒  
21ブuック状＝・…ムな敷終に親潮柑配慮  
2㌢ 一継褐色：上層  
p：＝淵捕食む（＝・卜′2t一別射紙上騰  
；ヨ4 ソフトロ、′・ムを含む鰍土儲  

（鯨イニ．法輪ど施与れ窺い）  
pb C掛錐含むにう（卜′4・【l％）漁色士腰  

2¢．ノ十′・ドu、rムな蕾む褐色土腰  

2了 2¢より鳴い褐色：．土腰  

土層断面図（S－N）  

之l■  
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第8国境丘横断図  
墳丘横断図  

133．0   

ローれ  
。 ＿ ＿＿ 

土層断面図（E－W）  

l志士 舅湘色土樹  
2 軟らかい郷土厨  
王事 近世皐机 鰍土腰  
4汝世典坑熟視焦土胤：胤‡ニりやや輌憤っている¢   

5 酎コを（5％以下）含む禍根・牌  
6髄補色土樹（捌柵ソフトu・〝ムからなる牌）  

機丘簑蘭と考犬られる○  
・7 FAを含むブロック髄雛土崩l（・㈲ご偲ぼ倒じn  

8 拉状のソフトーニトムを含む鮨紺色上層  

9 渋雑魚ドA軋圧】ツク 蜘It・  
‖1瀬端色 FAのブ【1ツタ 明るいn  
11妄）i脚ゞブt二・－ツク軸こ含まれる嵐褐色士儀  

Iiン 槻敗上牌（；軋iばごく條かしか離毒明い。  
lごヨi（．1鰍こ剛；。  
14（淵圭12t．卜・3（・l％含む盈禍根淵  
1b l了樹と陶じ。  
lモうl・7層よりぎらに掛Iの少ない補能土崩  
l・7〔；蝋〕lU′・ノ妄！（．－％2（・胤上り明るい魚雛土牌  
1日 9鰍封司じドAと熟雛土の汝土崩  

19 2（l牌より終ぞが少なく   

lこ贈よりl；－Aヰ）少ない熟雛二土●厳  

封〕（瀬棚多感に含む（イ【トノ∬‖％）炎色土崩  

ま！l FAと愚槻色二士僧  

2㌘ ジンb郎こり嫉も鞘掩い鰍上潮  
2と3 C鷹宣凍て組敷補色土胸  
24 29撒こはば剛ユ。  
25 26梱より〔；掛謙多く含む熟雛二Ⅰ鰯  

26 2・7騰よりFAを多く含む褐触瀾  
㌘・7（：ニ髄イ漸駅i炎雛土崩  
紺雛二蛸 い－祓の軌な含‡iPg贈より飽か鳴い㊥  
29雛士腰糠糾－・岬ツ劫火山舵二次媚横騰  
3（＝・・A牌酷雛火山灰層（2ハ′伽の較捕食む）  

3l熟唐土鰯（く調紺丑旧′一9（l％含む）  

：ち2 泉色土牌（ひ蜂も軒低か含む）  

33 ソフトl．．1・■・ム鰯ほル伽の幣捕食む）  

l引．0  
14 C軽石な5（．1％此L含む盈色土牌  
15粒状‖、・′・捕食む、（二漸謝紗紗黒褐色士鰯  
16 日胸よりヰ〉少し明るい土頗  

1・rソフ川・■‖ムと少鹿のし贈石綿む淡雛士勝  

川ブuック状什〃ド［トムな含む髄雛土鰯 19C鳴石鴨掛こく‥≡汀卜′“－％）含む雛土牌  

2【1l■∪はり鳴い髄離土腰  
2119より（・漸押少ない（川′－′2＝％）脚弛士周  

妄モP2ヲはりC軌が少ない（5′・一10幻鵜雛土牌  
23ほとんどC軽捕食まない明るい沸抽色土鹿  

24（二裾石In％浩ど額懐雛土崩 25ハ、・′＝ドロ仰ムの塘離鵬号る二女・鰯  
26く淵壬；lし－％とu－一・ム拉甘食む髄褐色土崩  

l蓑土．自然椎綿腐  
2 ソフト【・］｝・ム拉な含む鰍僧  

3 く滴石な2（ト′40％含む姓褐触腰  
410ル菅〔l％のし；蝦イごl   

ソフト【コ岬ムを部潮雛七億  

5 ロー′・ム樹 鮒土崩  
6 C鮒コ祝飽かしか合法ない髄褐色土麟  

・7 C斬石な多掛こ含む（3【二卜′4＝％）   

良く岬憾、つき㌍められた土腐  
朽 拉秋口・′・ムの軟らかな龍褐色士腰  

9 C軽石（5％）を含む糖雛二土崩  

川 9よりヰ爛るく、軽捕食む髄雛土崩  
I19に同じ  
121に掛l、ごく健か魁石な含む土腐  
13 シルト脚、ピンクの粘土儲  
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7 石室裏込   

内部主体を包み込む如く厚い裏込めがなされ、その外周ほていねいに石稽みして崩れを防いで  

いる。裏込め外周プランほ卵型を呈し輿壁側で弧を描き両壁側では石室壁面より145～・242  

cmの厚さで壁面に平行し、羨道部入【二1で開きぎみに羨道と裏込石と茸石が拝し長橋円形を呈する。  
残存高は奥壁側で145cm余りで根石部分ほ径24X45cmの自然石を使関している。  

稲荷山古墳計測値表  
象…1  

1墾里与－・塑 …【－－・－  
オ       l94．28へ′89．14  

単位 創  

3，300へ一3，120  

2，140′、・′1，850  

330   

61．14へ′52．85  71．3へノ61．6   

9．43  

65．3 王  56．0  1960  

250  

N一－・・90 －E  

8．3 ‡  7．14  

21．37  24．93  748  

21．1∠1  

12．34  

12．63  

24．6  

432  

442  

－一一－＝  
一  

6．0射  

4．57  

2．43  

8．14  

2．71  

2．29  

北 東  

南 東  

8 封土   

基本土層で示したように本古墳の基本的な土層は7層に分けられ、第1層が表土、第2層が墳  

丘構築の時に盛り上げられた封土である。第3層は榛名山ニッ岳火山灰層第4層ほ黄褐色土層（  

FA）第5層浅間のC軽石層第6層ほC軽石を僅か含む黒色土層第7層でソフトローム層に達し  

地山を成すものと考えられる。第2層の封土は更に6層に分けられる。層状に稽み上げ有る程度  
盛っては固めたものと思われる。その各層の中にはソフトローム層、浅間のC軽石を含む黒色土  

層、ニッ岳火山灰層が順に積み込まれている。自然堆積の逆順位に積み込まれていることカ●囁忍  
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された。この繰り返しが6層稽み上げられている。  

9 茸石   

石室の北東部に崩壊を免れた550の勾配を持つ茸石が確認された。又石室の南東部で4段の  

石租が確認されこ′その勾配ほ530であった基檀部の茸石は不明である。（第5図参照）  

第4車 出ニヒ遣物  
今回の調査で出土した漬物の内原形をとどめたものは少か、。大半が破片であった。その為副装  

晶や埴輪は復元不可能なものが多く、出土量に比して復元出来たものは極めて少か1。  

埴輪の破片 405点  

須恵器の破片163点  

土師器の破片139点  

馬具  16点  

鉄銭  7点  

金鋼製飾金具   1点  

その他の鉄製品12点  

縄文土器片 62点  菊皿  3点  

石斧  1点  皿（草花文）1点  

砥石  2点  石臼  1点  

銅銭  30点   スラグ  5点  

庚申塔・背面 67基   土製円盤   3点   

（熊谷稲荷に移築）   近世の鏡   1点  

その他 近・現代の遺物  パン箱7箱  

墳丘・前庭出土遣物   

北側トレンチ付近では屯石が多数認められ茸石が崩れたものと思われる。この付近から埴輸片  

と須恵器大型蜜の破片が多量に出土している。南東側の撹乱札付近にも多量の埴輪片と土師器片  

が出土した。人物埴輪片もこの位置からの出土である。   

埴輪  

9－1は残存高12・8cm形象部の広がりが29．Ocm以上あり、胴部ほ20．Ocmで外面斜方向（  

1・8cmに8本）内面横方向（1・6α－1に7本）の刷毛目と円筒部では指撫でが見られる。胎土   

は砂粒を含み租雑な作りの形象埴輪の円筒部と形象部の囁と考えられる。  

9－2残存高8・5cm幅8・紬旧から頸部迄の人物埴輪の破片で顔と頚部の接合痕明瞭、焼成は   

良好で硬い、暗赤褐色、内外面縦の刷毛臥（第3図 H－－3グリット恥21）  

9－3直径3・7cmの残存幅6・5cmの砂粒を僅か含み焼成ほ良好、図の左側は接合部のとびだし、  

褐色、人物埴輪の腕の部分刷毛目ほ6本単位で幅が1．3cmである。  

9－4残存高16・1em突芳郎の径15．9仇から胴部径16．1em赤樺色で憤成は普通、砂粒を含  

む、内外面とも縦方向刷毛目で柔らかな表現である。突帯の上下ほよく撫でられている。朝顔  

形埴輪の胴からくびれ部と思われる。（穐丘北西部）  

9－5残存高15・Ocm底径12・8cm第1突帯の手前で14．Oemの径を持ち外面縦方向の刷毛目  

が見られ、内面も縦方向刷毛目線部分的に撫で消されている。基底部で少し締まり第1突帯の  

手前で欠嫁する円筒埴輪の基底部と思われる。（墳丘南部）  

9－6残存高14・3cm底径13．4伽胴部径12．600、僅か砂粒を含み焼成は良好で暗赤褐色を  

呈し外面縦方向刷毛目内面縦方向の指撫、円筒埴輪の基底部。（第3図 H－4グリット恥2  
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・3・12）  

9・－7残存高15．8例日径23．Ocm突背部径19．8cm透孔で17．Ocm透孔の径4．5cmの楕円  
形を呈す。焼成は良好、褐色、外面ほ縦方向、内面は口縁付近が斜め方向胴部縦方向の刷毛目、  

透孔右側にヘラ痛がみられる。円筒埴輪の［コ緑へ′胴部。（墳丘北西部 7片橡合）  

11－－6は動物埴輪、馬の尻繋付近の破片と思われる。残存高10．4cm、厚さ0．5cm、帯状の  

粘土の貼り付けがあり、剥がれた部分ではその下に縦横の刷毛目が施されている。同様の破片   

が3点ほど出土しているが接合は出来ない。（第3図 G－4グリット恥1）  

刷毛目8本 幅1．8仰1Ⅰ恥3  0．2250  

2．0  5  0．25（）0  

9本 1．3  18 0．1444  

1．4  2  0．1555  

1．8  3  0．2000  

1．9  11 0．2111  

2．0  4  0．2222  

10本 1，8  2  0．1掛）0  

1．9  2  0．1900  

12本 3．0  210．2500   

刷毛目6本 幅1．3cm 恥7  0．2166  

1．3  26 0．2166  

1．4  6  0．2うぅ3  

1．6  7  0．26摘  

1．．7  13 0．28うぅ  

7本 1．0   19 0．1428  

1．7  1  0．2428  

1．9  5  0．2714  

8本 1．4  8  0．1750  

1．5  1  0．1875  

本古墳に伴う円筒埴輪を（第9図1～7）の計測値から総括して見ると、2本の突帯を持ち、  

突帯と突帯の間ほ8．5αめら16．Ocmで透孔を持ち口綾部の高さ23．Ocm基底部高さ14・3  

Ⅷと15．Ocmが計測された。完形晶が無いので数値上から復元すると、高さの最大値39．5cm  

最小値がヨ2．6cmの円筒埴輪が想定される。口綾部から底部にかけて直線的にすぼまる形態的変  

化、外面調整は一次の榔1J毛目のみ、内面調整は縦指撫でを主体とし、巻き上げ底を残すといっ  

た製作技法の粗雑化、胴部の突帯は一段で小さく円筒埴輪の質的噴消沈■；見られる。このように本  

遺跡が後期古墳の特色である円筒埴輪の小型化、粗雑化が進行したことが埴輪からも伺われる。  

16－1高坪の脚柱部残存高7．4cI几外面ヘラ削りヘラナデ、内面は輪積痕明瞭で黒色処理されて   

いる。坪部・裾部とも不明。（墳丘南部）  

16－2坪1／2残 口径13．4cm器高3．3創砂粒を含み赤樗色、休部と口禄部の墳に稜を持   

ち内湾しながら外反する。底部箆削り、内面に布目。（第3図 H－3グリット恥4・10   

H－4グリット恥9）  

16－3坪口径13．2α1器高3．4cm砂粒を含み、褐色、一部煤付着、口綾部内外面回転ナデ。   

休部と口緑の境に積を有し底部ほヘラ削り。（第3図 H－3グリット恥3・4・9・11）  

16－4小型壷、口径（9．6cm）細砂粒混入、焼成は艮、褐色、全体に煤付着、口綾部は内外面   

ナデ胴部ヘラ削り。  

16－5坪、破片であるので推定口径14．6cm高さ3．4間黒褐色、紺砂を含み底部はヘラ削り、  

ー15－   



2段の積を有し、内外面河転ナデ全体に煤付着、け＼儀1．ノ′8機。（第3図 什づデ糊、恥6）  

16・「玩賓恐器高坪の脚部（推）底径は（12．4eI托）残存高4．6αIl砂粒を含み堅緻、灰色、ゆ   

るい勾配で裾部で開く透かし窓が回の両端に見られ内外面丁寧なナデ。 （墳丘北東部）  

16－－7須恵器高台付鳩 底程7．∠摘残存高2．ノーとcm微砂粒を含み堅緻、灰白色、回転糸切りの   

イ寸高台、内外面丁寧なナデ 

1・6－－・即時 推定［二J径1．3．6qn底径6．2（：m器高4．2cm多劉こ砂粒を含み焼成やや軟、褐色、表   

面黒色塗採、休部は内湾し口縁部は外反する。内外訂†止寧なナデ、回転糸切り凰  

16・叩9高台付鳩 底径6．8cIn残存高1．2Ⅷ、砂粒、焼成堅緻、内外而ナデ、男色婆採、回転   

糸切り痕．，  

16叩1・0高台付鳩 底径6・8c・峨有高1、6cm、砂粒、整緻、内外両国鯨ナデ、糸切り凰  

（玄室内より出土）  

1ら・・－11頒 口径12・200磯存高3．3cm、紳砂粒、焼成は普通、灰褐色、表面ほ煤付着、休   

部ほ僅か内湾し口綾部はゆるく外反するゎ内外面ナデ。（玄室内よ㌢）出土）  

1（ト】一2高甜寸甥 底径8・2相磯存高ヨ．1cm紺砂粒．．焼成ほ普通、灰褐色、内外軒「寧なナ   

デ、内面「Ⅴ」字耽、外面「万」字墨書あり。  

16叫1ヨ長頸療口緑部 口径9■8cm残存高3．】、Cm多量の砂粒、堅崩、灰褐色、衆面は累灰色   

の軸が見られる∴頸部ほ外博し口唇部で内博する。（玄室内より出土）  

1・6－一－い1長頭重口綾部 口径8．8cm残存高∠1．4cm多度の砂粒、堅緻、灰色、表面は褐灰の紬   

がみられる・・・下部に2本の沈線、直線的に立ち上がり口唇部で内伸する。（玄室内より出土）  

16－－15甥 口径7・仇元残存高4．6cm細砂粒、堅緻、灰色、長い口緑と休部の囁に洗練あり、   

内外面丁寧なナデく．  

16一－・－16高台付鳩 底径6・4翔l残存高2．0仇緻砂粒を含み堅緻、灰白色、回転糸切り、外面   

は丁寧なナデ、高台の内側ほ指押え痕明晩休部にナデ後指を解した痕あり。  

16－一一斗7坪斎の十部 口径15・0珊残存高2．1cm繊砂粒を含み堅緻、外面灰粕で灰褐色、内   

面灰色、その中間ほ紫褐色を呈す。内外面丁寧なナデ。長い返りが見られる。（墳丘南部）  
その他の頒應器   

石室の北側と南東部付近からまとまって出土した。何れも破片であり個体数は不明。埴輪との  

関連が注目される。石室内からも大窪の破片が出土している。外面は平行叩き目、内面ほ同心円  

叩き目が施文されている。口綾部付近に波状文を有する絹恵器が出土している。その波状文の幅  

を本数で割ったものをセンチメートルで表すと、15一恥8 0．0933北西部15－7  

0・107115－5 0．150015－2，3叫0．1800（H－1ダリ・ツト）  

15－6 外面0．1444 内面－0．180015－9 0．2142（F－4グリット）  

となっている。  
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第9図 埴輪実測図  
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第lO 図 埴輪拓  本・土器断面図  
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埴輪拓本・土器断面図  第Il図  
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第13図馬具・鉄製品実測図  
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須恵器口緑部拓本・石斧・砥石  第15図   
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第16図 土師器須恵器実測図  
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石室内出土遺物（第13図）  

本古噴では墳丘及び石室共に幾度かの撹乱と盗掘を受けており副葬品の一一括出土は望むぺくもな  

かったが玄室を精査したところ、石室右壁寄りで銑鉄4点（23．24．25．26）両頭座金  

付留金具2点（20．21）が検出された。玄室手前の羨道部より鎮具4点（1・2・3・）が  

左右の壁際から出土し左側の績具は轡と金鋼製の装飾具と重なり逢って検出された。（4・5・  

6．7）ほ立間（8．9．10．11．12．13．14．15．16）は轡の引手から櫛の部  

分と思われる。（17．18．19）ほ太刀及び小刀の一部と思われる。（22）は不明。  

ま と め  

1．本古墳は前橋台地（榛名山ニッ岳泥流層）に′N可川によって形成された舌状台地上に存在す  

る横穴式石室を持つ古墳である。  

2．墳丘の盛り土ほそのほとんどを後世の他の使用目的により失い輿壁裏部分に残っているのみ  

である。  

3．裾部も耕作、総社城の堀及び宅地化により著しく変形して行った。調査の結果茸石を持ち埴   

輪を伴う後期古墳と思われるが二段串成、周堀の有無・墳丘の規模t形状等不明な点が多い。  

4．内部主体は輝石安山岩と角閃石安山岩使用の自然石乱石積の横穴式両袖型石室である。石室   

及び茸石に使用された石材ほ旧刊梶川の河原石を使用したものと考えられる。  

5．石室の頬模は表1の通りである。問題点として、構築に当たり使用尺度があげられる。本古   

墳の石室のように自然石乱石積の場合計測場所の若干の変化によりその数値に変動をきたす。   

よってその場合を考慮にいれて推定しても困難な状況が多い。本古墳は高琵尺＝35cm、唐   

尺＝30cmとして換算して検討すると、各実測値において必ずしも整合しないが唐尺使用の  

場合で完尺数値に近い。よって唐尺使何が推定される。  

6．石室は榛名山ニッ岳の火山灰（FA）降下後周辺の土砂を約2．5mほど盛り上げ良く突き固   
めた基埋上に茸石及び裏込石と石室の根石を構築したと思われる。石室の根石は20石（第  

7図）をもって構成する。石室中央部から奥方向により大きな石を用いている。右壁奥から  

4石と5石の間が空いているが、他は各石の端部が接しており、壁面は自然石のより平らな  

部分を使用している。  

7．出土遣物に関してほ、盗掘を受けた割に多数の遺物が検出された。大正3年に鉄器の出土し  

た事実を地元民により証言されており、石室内からガラスビンの破片一陶器片が出土したこ  

とからも、敷皮の盗掘を受けていることが伺える。  

8．埴輪は、円筒埴輪の一部、人物埴輪の破片、馬の埴輪の破片等であり出土地点は前庭部右側  
と北東部茸石付近に限定しており、川越市牛塚古墳と同様に少量の埴輪を石室前庭部と石室  

の北側に限定的に樹立した可能性が強いと思われる。埴輪の消滅時期について6世紀末ない  

し7世紀初頭とするのが妥当な時期と思われる。東国では畿内とは異なり群集墳への埴輪の   

供給という現象が存在する。7世紀初頭には有力豪族による氏寺の建立が始まり在地首長層  
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の情熱と財力は仏寺建立に転化して行った事が埴輪祭祀あるいは前方後円墳の消滅のひとつの要  

因であろうと考えられる。当古墳ほ埴輪の消滅する直前の古墳と言えるであろう。   

※後期古墳の築造年代を考える上で埴輪の有無ほ参考にしうる1つの要素である。総社町に所  

在する総社古墳群について槻してみたい。丁寧な茸石で知られる王山古墳は6世紀初頭、時期  

の違う二石室を持つ総社二子山古噴は全長90nlの前方後円墳で塘輪を持ち石室や頚椎太刀等の  

副葬品から6世紀後半～6世紀末の年代力埠えられており、これに続く愛宕山古墳は埴輪を持た  

ない。未調査のため不明な点の多い方填で1辺55m7世紀中葉、仏教文化の影響で知られる宝  

塔山古墳ほ1辺55mの方墳で有り7世紀後半、7枚の巨大な輝石安山岩で石室を築き壁面にほ  

漆喰の痕跡がみられる蛇穴山古墳ほ1辺40mの方墳で有り8世紀初頚とされている。この事か  

ら前方後円墳から方墳という墳形の変化とともに埴輪も消滅するとみられる。古墳時代の代表的  

な古墳を持つ総社古墳群の中にあって、当稲荷山古墳の時期決定の根拠の1としてほ基壇直下に  

榛名山ニッ岳形成時に噴出された降下火山灰層（FA）が存在する。政局崎書佐雄博士を先矧こ  

数多くの研究者によってこの火山灰層が形成されたのほ6世紀前半頃と位置付けられている。そ  

の2として本古墳石室某込石の中に角閃石安山岩にツ岳降下軽石FP）が存在し、河原石のよ  

うに摩耗している。FPの噴出が6世紀後半頃とするならば、それ以降に石室ほ築かれたことと  

なる。その3として石室南東部出土の坪（恥16－5）は口繚部中位に段を持つ事から6世紀第  

3四半期と考えられる。  

参 考 文 献  

前橋市  前橋市史第1巻  

金憩家（山王二子山）古墳調査概報  

群馬文化 278号  

角川「日本地名大辞典10」群馬県  

群馬県連跡台帳Ⅰ東毛柄  

1971年  

1981年  
1986年  

1988年  
1974年  

1936年  
1936年  
1981年  

1966年  
1987年  

1971年  
】．965年  

1966年  
1966年  

前碍市教育委員会  

群馬県地域文化研究協議会  

角川書店  

群馬県釘ヒ財保護協会  

群馬県  

群馬県  

群馬県  

吉川弘文館  

あさを社  

群馬県文化事業振興会  

埼玉県川越市  

平安学園考古学クラブ  

大阪府教育委員会  

群馬県古墳概観  

上毛古墳綜覧  

群馬県史資料編  

横穴村古墳の研究  

群馬・埼玉の埴輪  

古城塁史の研究  

牛塚古墳  

3 原始古代3古墳  

尾崎革左雄  

山崎 一  

川越市史  

陶邑古窯祉群Ⅰ  

陶邑Ⅰ～Ⅴ 大阪府文化財調査報告書  

考古学ジャーナル157  

下郷遺跡  

遺跡の年代と火山噴出物の降下年代1979年  

群馬県教育委員会  1980年  
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第6章 近世の石造物と遭樗   
庚申塔と青面塔   

庚申信仰は60日に1度めぐってくる、干支の庚申の日に行われる信仰行事である。この行事  

の源流は中国の道教にみられる。人間の体内にいる三尺（サンシ）と呼ばれる虫が、人が寝てい  

る間に抜け出して、天帝にその人の罪過を告げ、その結果天帝はその人を早死にさせるといわれ  

ている。それを防ぐために身を慎んで徹夜をするのである。この徹夜を守庚申という。守庚申は  

奈良時代末から貴族階級に取り入れられたが、初めほ遊興が主であった。平安時代に入って僧侶  

が「庚申縁起」を作るに及び、しだいに仏教的色彩を帯びるようになってきた。江戸時代になる  

と修験道や神道の関与もあり、庚申信仰ほ農民層に広く緩速し庚申講は全国各地で布われるよう  

になった。庚申を柁る組織は庚申講などと呼ばれ、10人前後の詩集団が村にいくつかできてい  

た。江戸時代における結衆のあり方を調べていくうえにも庚申塔は重要な資料である。我が国最  

古の庚申塔は埼玉県川口市領家の実相寺にある文明3年（1471）の板陣である。群馬県最古  

の庚申塔ほ天文17年（1548）の庚申塔である。この塔は桐生市川内町の千手寺にある。青  

而金剛は庚申の主尊といわれ、その形態は儀軌でほ四手となっている。  

義一2  庚申塔と青面金剛  

覧 表 恥   

42．43．44．45．46．47．49．51．52．53．54．57．59．60．  種 別  塔 数  初出年号      庚 申 塔  49（0）  天保15年  1．3．4．7．8．9．10．11．12．13．14．15．19．20．21．23．    （1844）  26．27．29．期．31．32．33．34．35．36．37．38．39．40．          61．62．63．64．65   
膏 面 塔  17（2）  天保15年  2．5．6．16．17．18．22．24．25．28．41．4乱50．55．56．  

（1844）   58．66   

庚申背面金剛  1（1）  元文5年   

各塔を標記文字で分類して見ると庚申45基、庚申塔4基、背面15基、大音面1基、青面尊  

1基、庚申背面金剛1基合計67基となる。本遺跡内で傾出された塔ほすべて文字塔であり自然  

石を幅の広い部分を天とし、狭く尖った方を地としている。最大の庚申青面金剛恥67ほ台石の  

上に調査直前まで建てられていたが、伐採により調査に入った時点でほ倒壊していた。台石は浅  

間の火山弾で出来たものが10基、日月の刻まれたものが2基存在した。（恥33、恥67）   

石臼  

Ⅰ－4グリット内の現存駐車場との境に積まれていた。石垣中より出土した、粉挽き臼の上臼、  

径37．6cm、現存高10．4cm、くぼみ2．2cm、ふくみ0．6cm、挽手孔3．8cm、芯棒上面径2  

．9cm、下面径4．7cm、深さ2．6cm、供給口4．Ocm、重量10．5短  

恥68はF－3グリットで確認する。墳丘頂上部に近年迄設置されていた石神の笠と思われる。  

恥69ほ東側駐車場との境界の石垣に組み込まれていた近世墓塔の笠である。  
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砥石   

恥11、恥12共に4両便桐痕のある砥石が出土している。   

墓墳   

墳丘の土層断面確認のため、石室の主轍方向に対し直角方向（F－5グリット付近）に重機で  

トレンチを入れたとき、2基の近世墓墳が確認された。基畷1からほ菊皿2牧草花文皿1枚と布  

に包まれた寛永通寮13枚（恥1′、恥13）鋼製金具3個が検出され、蓋蠣2からは菊皿1枚と  

寛永適薬4枚（恥14へ鵬17）と元豊通葉1枚（恥18）が検出された。   

真横出土遺物  

1・口径13・7cm 底径5■9cm 器高4．3cmで口綾部の一部欠損、オリ岬プ灰褐色の軸   

を施した榔ナ高台の菊皿である。内面粕下に布目痕、高台部内側に菱形文を施し3ヶ所のピン   

痕が見られる。花弁ほ10枚外側素地の部分は灰白色を呈している。口唇部は掛こより鋭く花   

弁状に整形されている。  

2・口径13・8cm、底径6・4川、器高4．3軋硬質、口緑の一一部欠損、オリーブ褐色の軸を施   

した。その他の特徴ほ1に同じ。  

3・口径12・2cm、底径7・9cm、器高2、ヨcm、外面回転ナデ真に刷毛による施軸痕と3ケ所の   

「目あと」あり、内面に草花文が見られる。  

4・口径14・3cⅢ、底径6・1cm、器高4．3cm口唇部ほ発泡している。オリーブ灰色の紬を施す。   

特徴ほト2に同じでこの3枚の皿を見ると同じ型及び規格によって造られた事が哩解される。   

銅銭について   

恥27ほ開元通賓、唐の武徳4年（621）から唐代末まで通用し、日本の和銅開弥もこれに  

ならった。恥21は皇宋通賓、葉元2年（1039）牌ヒ宋で鋳造されたもの。恥17恥22  

は北宋銭の元豊通葉、元豊年間（1078年）を模した長崎銭系瞑鋳銭と思われる。恥20は元  

祐通葉、北宋元祐8（1093）年以降の鋳造。以上5点は渡来銭及び模倣銭である、次に掲  

げるものは恥30以外ほ寛永通賓と称される範時のものである。恥19は寛永3年（1626）  

～17年（1640）常陸国水戸銭。恥1恥29ほ寛永13年（1636）5月以降武蔵国浅草  

橋場銭。恥2恥3恥4恥6恥7恥8恥9恥10恥11恥12は寛永13年6月以降江戸芝網絶手  

銭。恥13ほ寛永13年6月から近江国坂本銭。恥5は寛永14年へ・17年ヨ可国吉田銭。恥2  

8は寛文8（1668）年5月～天和3（1683）年、江戸亀戸村銭、裏面に「文」字あり。  

恥24ほ同じく江戸亀戸村鋳、元禄10（1697）年葉永元年（1704）江戸亀戸銭。恥2  

6ほ天文2（1737）年11月以降出羽貫秋田銭。恥25ほ元文3年（1738）5月以降鋳  

造された出羽国秋田銭。恥16恥18ほ江戸亀戸銭、明和2年（1765）9乱恥23ほ明和  

5年 江戸亀戸銭。恥14恥15は舌寛永を写したものと思われる。恥30は明治19年の半銭。   

和鏡  

蝋形鋳造法から型土の上に直接箆で文様を押しくほ封）る方法で、裏面に南天の文様と藤原光長  
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の名があり、縁は狭く鏡面は平である。この形式は桃山時代鵬江戸時代にかけて造られた柄鏡  

である。 本那では、耕土層に示したように墳肝にローム層の通が轍された。このローム層申  
に包蔵されていたと考えられる縄文土断が封土中より出土した。佃紋柵鮮武士器と諸  
磯式土駅ある。恥13ほ敵中期と考えられる。又、分銅形石斧椚点出土している。本掛  
周辺に経文時代の遭楕の存在が伺われる。  

参 考  

塚廻り古墳群 群馬県教育委員会  

輿原古墳群   群馬県教育委員会  

榛東村9号墳発掘調査  

中ノ峯古墳発梶調査報告奮  

季刊「考古学」第24号  

清里・陣場遺跡 群馬県教育委員会  

史跡 観音山古墳  

岩波講座 日本歴史古代2  

日本の考古学 Ⅳ・Ⅴ  

日本の古代前方後円墳の世紀  

日本の美術 埴輪  

日本の美術 古墳  

考古学ライブラリー34 馬具 37埴輪  

糸井宮前遺跡 群馬県教育委員会  

天神風呂遺跡  

上大屋・樋越地区遺跡群   

日本の陶磁   

日本陶器の鑑定と観賞   

日本石仏国典   

伊勢崎の近世石造物   

寛永通葉銭譜   

昭和古銭価格圃譜（全）   

考古学ライブラリー 45 出土渡来銭   

武蔵野国府関連遺跡調査報告 Ⅳ   

日本考古学′J、辞典、   

日本の美術 2陶磁   

考古学ライブラリー17 美濃焼   

文 献  

（財）群馬県埋蔵対ヒ財調査事業団  

（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団  

榛東村教育委員会  

子持村教育委員会  

雄山間  

群馬県哩乾文化財調査事業団  

群馬県教育委員会  

岩波書店  

河出書房  

中央公論社  

至文堂  

至文堂  

ニューサイエンス社  

群馬県埋蔵文イ肪櫛捷事業団  

大網町教育委員会  

大網町教育委員会  

東京国立博物館   

金園社   

国書刊行会   

伊勢崎市   

大成堂   

大成堂   

ニューサイエンス社   

府中市教育委員会   

ニューサイエンス社   

至文堂   

ニューサイエンス社  

1980年  

1983年  

1985年  

1980年  

1988年  

1981年  

1981年  

1962年  

1966年  

1986年  

1967年  

1971年  

1985年  

1986年  

1981年  

1986年  

1985年  

1986年  

1985年  

1967年  

1965年  

1986年  

1981年  

1983年  

1986年  

1983年   
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第18図 銅銭拓本  

墓墳1－3  墓塀1－2  墓塀1－1  
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嘉塀1－10  真横1－12  真横1－11  
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窮19図 銅銭・和鏡拓本  
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第20図庚申塔拓本  
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舅21図 庚申塔拓本  
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第22囲庚申塔拓本  

Ⅷ  

恥  

00  
恥7  

箪L・  

Ⅷ  

恥10  

仇   

恥11   
伽  

恥12  

づ5－  



第23図 庚申塔拓本  
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第24図 庚申塔拓本  
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舅25図庚申塔拓本  
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第26図 庚申塔拓本  
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第27図 庚申塔拓本  
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第28図 庚申塔拓本  
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舅29図 庚申塔拓本  
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第30図 庚申塔拓本  
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舅引図 庚申塔拓本  
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窮32図 縄文土器拓本  
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図版l  

稲荷山古墳全景   
石室と茸石  



図版2  

土層断面と裏込石  

裏込石（北側より）  
北東部の茸石  

鉄紡（石室内出土状況）  金銅製品のあて布  

羨道部馬具出土状況  羨道部馬具出土状況   



図版3  

玄室より羨道部を望む  羨道部より奥壁を望む  

稲荷社基壇（葺石の転用？）  帯金具（石室内）  

凹石・墳丘頂上部出土  天井石・排除作業風景  

患‡0  
馬具（1うー1・2■う・4・5・6・7）  馬具（1うー1う・16）   



図版4  

埴輪（人面）恥9－2  埴輪胴部恥9－4  

埴輪基底部恥9－5  埴輪基底部恥9－6   

円筒囁輸恥9－7  

帯金具（13－20・21）  高坪脚部恥16－1   



図版5  

坪恥16－3  坪恥16－2  

須恵誰高坪脚部恥16－6  野馳16－5  

高台付甥恥16－12  須恵器坪恥16－8  

庚申塔恥33   
菊皿恥17－1  
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